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研究員の織原義明氏、東京学芸代諾の鴨川仁准教授および東海大学海洋研究所・地震予知研究センター

の長尾年恭が、2011 年東北地方太平洋沖地震の約 3 か月前から岩手県大船渡市にある五葉温泉の源泉

（地下水）で水位が 10ｍ以上、水温が 1℃～2℃低下していたことを発見し、英科学誌 Nature グルー

プのオープンアクセスジャーナル Scientific Reports誌に論文を発表いたしました。 

巨大地震の発生予測は喫緊の課題ですが、予測に必要となる先行現象の事例数は少なく、より多くの

先行現象を捉えることが非常に重要になります。とりわけ沖合で発生した 2011 年東北地方太平洋沖地

震（東日本大震災）の場合、大多数の専門家の同意が得られている先行現象はわずかです。著者らは既

存の温泉に着目し、大船渡市郊外の五葉温泉において、源泉井戸（約 2㎞深）の水位と水温の数値デー

タが存在していたことを見出し、前述のような発見に至りました。 

   この成果のもう 1つの特徴は科学目的ではない数値記録（準科学データ）を調査発掘し、評価できる

形に変換し、科学データとして用いたことです。以前より、地震に先行する地下水変化は、五葉温泉の

ようなきわめて深い井戸ならば、同定しやすいとみられていました。しかし、深い井戸のボーリングに

は膨大な経費がかかり、多点ボーリングは発生頻度が低い巨大地震の地下水先行研究において、費用対

効果の点で非現実的であるとされています。そのため、定常的な科学的地下水観測は、巨大地震の発生

頻度が比較的高い東海、南海地域に集中しています。本研究の結果は、地下水に限らず研究目的以外で

記録されている準科学データの活用につながるとみられ、研究効果を高める新しい手法の提案にもなり

ました。 

論文は、2014年 11月 5日に公開されました。以下の論文はどなたでも自由にダウンロードする事が

可能です。 
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